






の劇場』（Het Theatre oft toon-neel…, 1567）は、ヌートの意図ではない
といわれているが、彼の韻文に図版と散文の注釈が付され、イングラン
ドで初めて印刷されたエンブレム集と認められている。1）ヌートは、ブ
ラバンド公国 Brecht に生まれ、1558 年アントウェルペンに移りカル
ヴァン派信者となったプレイアード派の詩人かつヒューマニストであっ
た。アントウェルペンのカルヴァン派がスペインに制圧された 1567 年、
彼はイングランドに避難してきて、おそらく 1570 年に Cleves に移るま
でロンドンに居住した。2）本書はオランダ語版から順にフランス語版、
英語版、ドイツ語版と出版された。英語版を除いて図版は、やはり




Bateman や Holingshed の本の挿絵を担当した。彼をはじめイングラン
ドに避難してきた低地地方の職人たちは、イングランドにおける装飾芸
術や銅版画の発展に大きく寄与した。低地地方との交流は、13 世紀に











あり、詩形や音韻に工夫を重ねたスペンサーが、16 か 17 歳で訳したこ
れら 4 編のソネットを再録することがなかったのはなぜか。この点を明






隔は空いていない。オランダ語版は、John Day によって 1568 年 9 月
18 日に、フランス語版は、同じくジョン・デイによって 1568 年 10 月









































































た 16 世紀の写本の 12 枚の水彩画が材源と思われる。6）マロの 6 行のテ
クストに、2 枚一組の図像が付されている。図 1-a-b は、最初の猟犬に
追われる雌鹿の図で、水彩画と木版画では左右が逆になっているが、傍
らに小川が流れ、岩に寄っている鹿の構成など類似がみられる。銅版画
のソースは、へラートの De waerachtighe fabulen der dieren （Bruges, 





図 1-a.　Glasgow University MS. SMM2, Emblemes en rime 
   francoise, fol.4.2v.
図 1-b　Ibid.
（ 6 ）71
図 2　Mar c u s  Ghe e r a e r t s ,  D e 
waerachtige Fabulen der dieren
（1567）, p.208.
図 3　Jan van der Noot, Het Theatre
（1568）, fol.A6r.








































あった。しかし、1584 年 6 月、アンジュー公が亡くなり、7 月にはデル
フトの自邸前でオラニエ公が暗殺されると、ついにエリザベスは援軍派
遣を決意し、1585 年 12 月、レスター伯は 6 千人のイングランド兵とと
ともにネーデルラントへ降り立つ。この遠征ははかばかしい戦果もなく









































（1）と 23 年後の（2）では、音を整えた変更（‘seemed’ を ’seem'd’, 
‘gathered’ を ‘gather'd’,  ‘assured’ を ‘assur'd’ に、‘Alas’ の後に句点を置い
た）、そして 11 行目の ‘in earth’ を ‘on earth’ に直した点といった修正を
している。しかしそのほか大きな改訳はしておらず、初めから丁寧に英
訳したことがわかる。10）そして（2）で 13，14 行目を足して押韻を整え、






































































ヨーロッパを代表する色彩論、シシルの『色彩の紋章』（1435 － 58 年
ごろ）などでも寓意的に複雑な色だが、古代から紫、あるいは深紅を表
す。17）これをフランス語版で、ヌートは ‘migraine’ と訳した。migraine





































…I  saw  a woman  sitting  on  a  scarlet-colored  animal ,  full  of 
blasphemous names, having  seven heads  and  ten horns.   The 
woman was dressed in purple and scarlet…（The Revelation 17: 3-5）
「黙示録」では、scarlet と purple が使われている。スペンサーの『妖精




red, / Purfled with gold and pearles of rich assey,…”（1 巻 2 篇 13 連 2-3




orenge は、古イタリア語 melarancio が古フランス語 orenge となり、

























一方、現代の reddish yellow colour という orenge は、OED では初出
が 1600 年である。（A-5）しかし、色としての orenge は A-6 でそれ以前
に用いられている。“A roundel  tenné（tawny-colored）” と記されており、





91、97、1612 年と版を重ねている。この書の tenne の項を引用する。
それは赤と黄色からなる色、すなわち現代のオレンジ色である。
“Now to the sixth coloure, whiche we call Tawney, and is blazed by 




紋章に用いられる Argent, Azure, Gules, Or, Sable に次ぐ 6 番目の色
（tincture）である。リーの書は、17 世紀の John Guillim による Display 
of Heraldry（1610）でも次のように引用されている。“Tawny （saith 
Leigh） is a colour of Worship, and of some Heralds it is called Bruske.” 
































とに変わりはない。Cotgrave の辞書でも orenge は、‘Orenge-tawnie, 
orange-coloured’ とあり、オレンジは褐色がかった色と捉えられている。
スペンサーがヌートを翻訳した 1567－8 年では、オレンジは色としては























































版やラ・ぺリエールの Theatre des bons engins （Paris, 1539）は、モットー
なしで出版されている。









Paul  J. Smith,  “PetrarchTranslated and  Illustrated  in  Jan van der Noot's 





















The Poetics of Literary Transfer in Early Modern France and England, 




13）　ペトラルカにとってオルフェウスは、“poetic  father  figure” である。
Thérèse Migraine-George（1999: 226-7.）
14）　多数ある注釈の中で、1568 年までに 22 回も再版された Allessandro 
Vellutello の注釈（1525）は、英文学の影響が認められている。以下を参照。







16）　オランダ語版は、Het theatre oft Toon-neel waer in ter eender de ongelucken 
ende eleden die den werelts gesinden ende boosen menschen toecomen…der 
poeteryen ende schildern. Deur H. Ian Vander Noot. London, 1568: STC 18601.
フランス語版は、Le Theatre.. London, 1568: STC 18603 に拠る。
17）　詳細なプルプルの意味に関しては、伊藤亜紀（2002:183-212）に詳しい。






Bossewell, Works of Armorie, Devyded into three Bookes, Entituled, the 
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